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３ 広報しもつま  2014.10 広報しもつま  2014.10 ２

羽
子
田 

せ
ん 

さ
ん

（
羽
子
）

羽
子
田 

せ
ん 

さ
ん

（
羽
子
）

　
　
　
で
は
、「
健
康
寿
命
」
を
伸
ば
し
、

　
　
　
市
民
一
人
一
人
が
健
康
で
い
き
い

き
と
暮
ら
せ
る
「
健
幸
都
市
し
も
つ
ま
」

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　「
健
幸
都
市
し
も
つ
ま
」
と
は
、
健
康
施

策
と
ま
ち
づ
く
り
施
策
を
一
体
的
に
進
め

る
こ
と
に
よ
り
、
誰
も
が
健
康
で
幸
せ
に

な
れ
る
ま
ち
「
健
幸
都
市
」
を
創
ろ
う
と

い
う
取
り
組
み
で
、「
歩
く
」
こ
と
で
自
然

に
健
康
に
な
っ
て
い
こ
う
と
す
る
ま
ち
づ

く
り
で
す
。

　
市
内
で
在
宅
す
る
１
０
０
歳
以
上
の
高

齢
者
を
訪
問
し
、
健
康
の
秘
訣
を
う
か
が

う
と
、
日
常
的
に
体
を
使
っ
て
活
発
に
運

動
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
運

動
は
、
身
体
機
能
の
活
性
化
に
つ
な
が
り
、

生
活
習
慣
病
の
予
防
や
寝
た
き
り
予
防
に

効
果
が
あ
り
ま
す
。「
健
康
寿
命
」
を
伸
ば

す
こ
と
は
、
本
人
や
家
族
が
充
実
し
た
生

活
と
豊
か
な
人
生
を
送
る
だ
け
で
な
く
、

医
療
費
や
介
護
費
用
な
ど
を
減
ら
す
こ
と

に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

市 「
健
康
寿
命
」を
伸
ば
す

「
健
康
寿
命
」を
伸
ば
す

飯
塚 

せ
い 

さ
ん

（
柳
原
）

飯
塚 

せ
い 

さ
ん

（
柳
原
）

〜
自
然
と
歩
い
て
し
ま
う
ま
ち
づ
く
り
〜

〜
自
然
と
歩
い
て
し
ま
う
ま
ち
づ
く
り
〜

「
健
幸
都
市
し
も
つ
ま
」を
目
指
し
て

「
健
幸
都
市
し
も
つ
ま
」を
目
指
し
て

　
２
０
１
３
年
の
日
本
人
の
平
均
寿
命
は
、
女
性
が
86
・
61
歳
で
世
界
一
。
男
性
は
80
・
21
歳
で
初
め
て
80
歳
を
超
え
ま
し
た
。

　
ま
た
、
日
常
生
活
を
制
限
な
く
生
活
で
き
る
期
間
を
「
健
康
寿
命
」
と
い
い
、
日
本
人
の
「
健
康
寿
命
」
は
、
男
性
71
・
19
歳
、
女
性

74
・
21
歳
。
２
０
２
０
年
ま
で
に
「
健
康
寿
命
」
を
１
歳
伸
ば
す
と
、
５
兆
円
の
経
済
効
果
が
期
待
さ
れ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
８
月
１
日
現
在
、
市
内
に
は
１
０
０
歳
以
上
の
高
齢
者
が
30
人
。
う
ち
在
宅
者
が
15
人
で
元
気
に
生
活
し
て
お
り
、
今
年
も
「
敬
老
の

日
」
の
前
後
に
、
稲
葉
市
長
が
長
寿
祝
い
に
１
０
０
歳
以
上
の
高
齢
者
宅
な
ど
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　
現
在
、
市
で
は
「
健
幸
都
市
し
も
つ
ま
」
を
目
指
し
、
は
じ
め
に
砂
沼
周
辺
を
、
よ
り
活
性
化
さ
せ
る
た
め
、
「
人
が
歩
い
て
元
気
に

な
る
」
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
自
分
で
食
べ
る
も
の

は
、
自
分
で
料
理
し
ま

す
。
体
に
ど
こ
も
悪
い

と
こ
ろ
が
な
く
、
デ
イ

「健幸都市しもつま」を目指して

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

100歳
サ
ー
ビ
ス
で
仲
間
に
会
う
の
が
楽
し
み
で
す
。

宍
戸 

カ
ネ 

さ
ん

（
下
妻
丁
・
仲
町
）

宍
戸 

カ
ネ 

さ
ん

（
下
妻
丁
・
仲
町
）

　
入
れ
歯
は
無
く
、
テ

レ
ビ
を
見
る
の
が
楽
し

み
の
一
つ
。
耳
も
目
も

よ
く
、
老
眼
鏡
を
か
け

100歳
た
こ
と
が
な
い
で
す
。

中
村 

長
治 

さ
ん

（
長
塚
）

中
村 

長
治 

さ
ん

（
長
塚
）

　
毎
週
日
曜
日
に
、
自

転
車
で
自
宅
か
ら
イ
オ

ン
下
妻
ま
で
買
い
物
に

行
く
の
が
楽
し
み
。
時

100歳
に
旧
下
館
の
中
心
商
店
街
ま
で
行
く
こ
と
も
あ

る
。
楽
し
み
は
将
棋
で
、
対
戦
相
手
が
い
な
く

な
っ
た
の
で
、
新
聞
の
将
棋
欄
を
見
な
が
ら
楽

し
ん
で
い
ま
す
。

山
田 

も
と 

さ
ん

（
小
野
子
町
２
丁
目
）

山
田 

も
と 

さ
ん

（
小
野
子
町
２
丁
目
）

　
２
階
の
ベ
ラ
ン
ダ
に

あ
る
植
物
に
、
毎
日
１

階
か
ら
階
段
を
上
り
、

水
を
や
る
の
が
日
課
。

103歳
三
度
の
食
事
は
お
い
し
く
食
べ
、
肉
は
週
に
１

回
食
べ
る
よ
う
に
し
て
、
野
菜
を
多
め
に
食
べ

て
い
ま
す
。

飯
田 

酉
之
助 

さ
ん

（
原
）

飯
田 

酉
之
助 

さ
ん

（
原
）

　
洋
ラ
ン
を
育
て
る
の

が
趣
味
。
１
０
０
歳
か

ら
始
め
た
旅
行
が
好
き

で
、
今
年
10
月
に
四
国

104歳
を
旅
行
し
ま
す
。
毎
日
規
則
正
し
い
生
活
を
送

り
、
自
分
を
含
め
家
族
の
洋
服
を
ア
イ
ロ
ン
が

け
し
て
い
ま
す
。

栗
島 
ユ
ウ 
さ
ん

（
大
木
）

栗
島 
ユ
ウ 
さ
ん

（
大
木
）

　
毎
朝
、
草
取
り
を
し

て
、
三
度
の
食
事
を
お

い
し
く
食
べ
て
い
ま
す
。

と
に
か
く
体
を
動
か
す

100歳
こ
と
が
健
康
の
秘
訣
。
午
後
７
時
に
は
寝
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。

福
西 

基 

さ
ん

（
下
妻
乙
・
陣
屋
）

福
西 

基 

さ
ん

（
下
妻
乙
・
陣
屋
）

　
歩
く
こ
と
が
一
番
健

康
的
。
毎
日
、
散
歩
を

欠
か
さ
ず
や
っ
て
い
ま

す
。

104歳

　
歌
を
歌
う
こ
と
が
楽

し
み
で
、
こ
れ
が
健
康

の
秘
訣
で
す
。

100歳

小
林 

よ
し
の 

さ
ん

（
原
）

小
林 

よ
し
の 

さ
ん

（
原
）

　
１
０
１
歳
ま
で
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
を
し
て
い
ま

し
た
が
、
ベ
ッ
ド
か
ら

落
ち
て
骨
折
し
て
し
ま

103歳
い
、
現
在
は
リ
ハ
ビ
リ
を
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
在
、
砂
沼
周
辺
で
は
、
空
洞
化
が

　
　
　
進
む
中
心
市
街
地
の
活
性
化
を
図

る
「
都
市
再
生
整
備
計
画
事
業
」
で
、
砂

沼
南
岸
を
拠
点
と
し
て
街
な
か
や
道
路
整

備
、
空
き
店
舗
対
策
な
ど
を
一
体
的
に
進

め
て
い
る
一
方
、
砂
沼
東
岸
で
は
健
康
基

地
と
し
て
市
民
が
親
し
み
を
持
っ
て
利
用

で
き
る
よ
う
「
砂
沼
荘
」
の
全
面
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
砂
沼
は
、
全
国
数
あ
る
自
治
体
の
中
で

も
、
中
心
市
街
地
に
接
し
た
自
然
豊
か
な

と
こ
ろ
で
、
周
囲
約
６
キ
ロ
が
遊
歩
道
と

し
て
整
備
さ
れ
、「
い
ば
ら
き
ヘ
ル
ス
ロ
ー

ド
」
に
も
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
環
境
を
よ
り
生
か
し
、「
人
が

歩
く
こ
と
」「
何
と
な
く
歩
き
た
い
」
を
中

心
と
し
た
取
り
組
み
に
力
を
入
れ
、
街
な

か
に
人
が
集
ま
り
、
歩
く
こ
と
で
に
ぎ
わ

い
づ
く
り
と
、
健
康
づ
く
り
を
進
め
よ
う

と
す
る
も
の
で
す
。

現 歩
い
て
健
康
づ
く
り「
砂
沼
を

中
心
と
す
る
ま
ち
づ
く
り
」

歩
い
て
健
康
づ
く
り「
砂
沼
を

中
心
と
す
る
ま
ち
づ
く
り
」

　
　
　
ま
、
日
本
で
問
題
に
な
っ
て
い
る

　
　
　
生
活
習
慣
病
は
、「
不
規
則
な
食
生

活
」「
歩
か
な
い
、
身
体
を
使
わ
な
い
こ
と

か
ら
く
る
運
動
不
足
」、「
喫
煙
」「
酒
の
飲

み
過
ぎ
」「
休
養
が
十
分
に
取
れ
な
い
」
な

ど
の
バ
ラ
ン
ス
を
欠
い
た
生
活
を
、
長
い

期
間
に
わ
た
っ
て
続
け
て
き
た
こ
と
が
要

因
と
な
っ
て
起
こ
る
病
気
で
す
。
　

　
気
軽
に
始
め
ら
れ
る
運
動
の
一
つ
に
、

い ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
年
齢
に
関
係

な
く
で
き
る
手
軽
な
運
動

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
年
齢
に
関
係

な
く
で
き
る
手
軽
な
運
動

　
　
　
近
、「
健
幸
の
ま
ち
づ
く
り
」
は
全

　
　
　
国
に
広
が
っ
て
お
り
、
自
治
体
ご

と
の
新
た
な
健
康
経
営
の
取
り
組
み
が
生

ま
れ
て
い
ま
す
。（
事
例
参
照
）

　
久
野
教
授
は
「
健
康
の
た
め
に
歩
い
て

い
る
わ
け
で
は
な
く
、
自
然
と
楽
し
く
、

街
な
か
を
歩
い
て
し
ま
っ
て
い
る
。『
歩
い

て
し
ま
う
ま
ち
づ
く
り
』
が
、
こ
れ
か
ら

最 「
健
幸
」へ
の
取
り
組
み
は
全
国

規
模
で
広
が
り
始
め
て
い
ま
す

「
健
幸
」へ
の
取
り
組
み
は
全
国

規
模
で
広
が
り
始
め
て
い
ま
す

「
歩
く
」
こ
と
が
あ
り
ま
す
。「
歩
く
」
こ

と
で
、
生
活
習
慣
病
な
ど
が
起
こ
り
に
く

く
な
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
、「
健
幸
な

ま
ち
づ
く
り
」
を
推
進
す
る
筑
波
大
学
大

学
院
人
間
総
合
科
学
研
究
科
の
久
野
譜
也

教
授
は
、
１
万
人

が
１
日
２
，０
０
０

歩
の
追
加
歩
行
を

す
る
こ
と
に
よ
り
、

年
間
４
億
円
の
医

療
費
抑
制
効
果
が

期
待
さ
れ
る
と
試

算
し
て
い
ま
す
。

　「
歩
く
」
こ
と
を

難
し
く
考
え
る
の

で
は
な
く
、時
間

が
あ
る
と
き
や
な

い
と
き
、
体
の
状

態
な
ど
そ
の
時
々

で
自
分
の
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
に
合
わ

せ
て
、
少
し
ず
つ

で
も
歩
い
て
み
ま

し
ょ
う
。

１万人が2,000歩 /日の追加歩行により、
0.061円・1歩×2,000歩×365日×１万人

＝ ４億円超・年間・１万人
（筑波大学久野研究室のデータに基づき計算）

「健幸まちづくり」による歩数増加による貢献

の
高
齢
社
会
に
重
要
に
な
っ
て
く
る
」
と

話
し
て
い
ま
す
。

【
事
例
１
】
新
潟
県
見
附
市

　
筋
力
が
低
下
し
て
い
る
人
の
割
合
が
、
高
い

と
分
析
さ
れ
、
症
状
改
善
に
つ
な
が
る
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
施
設
を
、
市
内
17
カ
所
設
置
し
た
結
果
、

施
設
で
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
重
ね
た
人
の
医
療
費

は
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
し
て
い
な
い
人
に
比
べ

て
、
年
間
10
万
円
も
下
が
っ
た
こ
と
が
分
か
っ

て
い
ま
す
。

【
事
例
２
】
大
阪
府
高
石
市

　
国
民
健
康
保
険
事
業
の
累
積
赤
字
10
億
円
を

抱
え
、
市
は
毎
朝
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室
を
実

施
し
、
広
い
遊
歩
道
も
整
備
。
ほ
か
の
地
域
よ

り
も
高
く
な
っ
て
い
た
生
活
習
慣
病
の
割
合

が
、
運
動
不
足
の
解
消
に
よ
っ
て
、
今
後
ど
う

な
っ
て
い
く
か
、
デ
ー
タ
を
取
っ
て
効
果
を
確

か
め
な
が
ら
、
年
間
２
億
円
の
医
療
費
削
減
を

見
込
ん
で
い
ま
す
。

【
事
例
３
】
新
潟
県
三
条
市

　
三
条
市
の
あ
る
地
区
の
１
人
当
た
り
の
年
間

医
療
費
が
、
最
も
高
い
地
区
と
比
べ
て
５
万
円

も
低
い
こ
と
を
分
析
す
る
と
、
高
血
圧
や
高
血

糖
な
ど
、
運
動
不
足
が
原
因
と
さ
れ
る
症
状
が

少
な
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
こ
の
地
区
に

運
動
不
足
の
人
が
少
な
い
要
因
は
、
江
戸
時
代

か
ら
の
狭
い
路
地
が
伸
び
、
住
民
は
ク
ル
マ
を

使
う
よ
り
、
歩
い
て
移
動
す
る
こ
と
が
当
た
り

前
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
も
路
地
は
、
歩

く
と
楽
し
く
な
る
よ
う
な
に
ぎ
わ
い
に
あ
ふ
れ

て
い
ま
し
た
。

■にぎわいの拠点整備
　・砂沼エントランス（仮）

■魅力ある移動空間の確保
　・道路の整備（石畳など）
　・電線の地中化

■魅力ある移動空間の確保
　・道路の改良

■魅力ある移動空間の確保
　・歩行帯の整備

■地域生活基盤施設
　・三道地ポケットパーク（仮）

■にぎわいの拠点整備
　・交流広場（仮）

砂沼サンビーチ

図書館
下妻駅

市役所

文化会館

関東鉄道
常総線

国道125号

主要地方道
結城・下妻線

野球場

都市計画道路
大貝・下川原線

寺社仏閣

■砂沼周辺地区事業のイメージN
ゴムチップの舗装で
歩きやすい砂沼の遊歩道

長
寿
1
0
0
歳
以
上
健
康
の
秘
訣
は
、

「
体
を
動
か
す
こ
と
」ち

ょ
う
じ

と
り

の
す
け

も
と
い

　
市
で
も
、
現
在
進
め
て
い
る
「
都
市
再

生
整
備
計
画
事
業
」
に
お
け
る
砂
沼
周
辺

の
拠
点
整
備
を
契
機
に
、
歩
い
て
健
康
寿

命
を
延
ば
す
「
健
幸
都
市
し
も
つ
ま
」
の

創
造
に
向
け
て
、
新
た
な
事
業
を
展
開
し

て
い
き
ま
す
。

事業区域（約130ha）

〈その他の関連事業〉
　・空き店舗解消
　・花のまちづくり
　・防犯カメラ設置
　・元気なまちなかづくり事業
　・コミュニティサイクル
　・情報板設置
　・まちづくりワークショップ  など

砂沼荘

■ストックの活用・交流の拡大
　・砂沼荘の改修
　《特徴》
　　運動・体操教室、トレーニング等の利用
　　カラオケ機器、マッサージ器機の整備
　　ウッドデッキ設置
　　砂沼遊歩道からの施設出入口、休憩ス
　　ペースの整備　など

観桜苑
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市債残高の推移（一般会計＋特別会計）市債残高の推移（一般会計＋特別会計）

一 般 会 計一 般 会 計 決　算　額決　算　額

歳　入　①
歳　出　②

歳入歳出差引額 ①－②＝③

翌年度へ繰越すべき財源 ④

実質収支額 ③－④

174億7,088万円

161億8,246万円

12億8,842万円

1億5,052万円

11億3,790万円

（億円）

（年度末）

300

250

200

150

100

50

0

219億
4,706万円

H21

224億
3,667万円

H22

239億
4,175万円

H23

241億
9,635万円

H25

241億
6,460万円

H24

11億3,790万円の黒字決算11億3,790万円の黒字決算

一 般 会 計一 般 会 計 決　算　額決　算　額

歳　入　①
歳　出　②

歳入歳出差引額 ①－②＝③

翌年度へ繰越すべき財源 ④

実質収支額 ③－④

174億7,088万円

161億8,246万円

12億8,842万円

1億5,052万円

11億3,790万円

11億3,790万円の黒字決算11億3,790万円の黒字決算

このように使われました  市のお金 ー平成25年度決算ー

会  計  名会  計  名 平成
25年度
平成
25年度

平成
24年度
平成
24年度

経営健全化
基準

経営健全化
基準

水道事業会計

下水道事業特別会計

ー

ー

ー

ー

20.0

20.0

（単位：％）

（　　　　）
決
算
報
告
平
成
25
年
度

決
算
報
告
平
成
24
年
度

　一般会計決算の歳入総額から歳出総額を差し
引いた形式収支は12億8,842万円で、このうち
翌年度（平成26年度）へ繰り越した事業に必要
なお金1億5,052万円を差し引いた実質収支は
11億3,790万円の黒字となりました。

　一般会計決算の歳入総額から歳出総額を
差し引いた形式収支は12億8,842万円で、
このうち翌年度（平成26年度）へ繰り越し
た事業に必要なお金1億5,052万円を差し
引いた実質収支は11億3,790万円の黒字と
なりました。

　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律（財政健全化法）」により、地方公共団体は「財政の健全性」を判断
するための４つの「健全化判断比率」と公営企業会計の「資金不足比率」を算定し、公表することが義務付けられて
います。
　平成25年度決算に基づき、これらの比率を算定した結果、いずれの比率も国が定めた基準を下回り、前年度より
も改善した結果となりました。今後も行財政改革などに取り組み、引き続き健全な財政運営を進めていきます。

福祉・土木・教育などを行う一般会計の赤字の程度を指標化し、財
政運営の深刻度を示す比率で、算定の結果、黒字となり「－」と表示
しています。

①実質赤字比率 ＝ 黒字

公営企業ごとの資金不足額が、事業規模に対してどの程度あるかを
示す比率で、いずれの公営企業会計も資金不足が生じていないため、
「－」と表示しています。

⑤資金不足比率 ＝ 資金不足なし

特別会計や企業会計を含むすべての会計の赤字や黒字を合算して
市全体としての赤字の程度を指標化し、市の財政運営の深刻度を示
す比率で、算定の結果、黒字となり「－」と表示しています。

②連結実質赤字比率 ＝ 黒字

市の借入金の返済額及び、これに準ずる額の大きさを指標化し、資
金繰りの危険度を示す比率で、前年度から1.1ポイント改善してい
ます。これは、水道事業会計への繰出金や下妻地方広域事務組合負
担金の減少によるものです。

③実質公債費比率 ＝ 12.9％

市の借入金や将来支払わなければならない負担等の現時点での残
高の程度を指標化し、将来財政を圧迫する可能性を示す比率で、前
年度から16.7ポイント改善しています。これは、充当可能財源とさ
れる基金残高が増加したことなどによるものです。

④将来負担比率 ＝ 82.1％ 下妻市の資金不足比率

※各公営企業会計は、資金不足が生じていないため「－」と表
　示しています。

※「市民１人あたり」は、平成26年３月31日現在の人口
　をもとに算出（住民基本台帳人数45,170人）

※入湯税は、ビアスパークしもつま及び道の駅
　しもつま維持管理基金と観光事業に使わ
　れています。

　
平
成
25
年
度
の
決
算
が
、９
月
の
第
３
回
市
議
会
定
例
会
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
の
歳
入
総
額
は
、１
７
４
億
７
，０
８
８
万
円（
前
年
度
比
２
・
７
％

増
）で
、歳
出
総
額
は
１
６
１
億
８
，２
４
６
万
円（
前
年
度
比
２
・
７
％
増
）と
な
り

ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
か
ら
納
め
ら
れ
た
税
金
や
国
・
県
か
ら
の
交
付
金
・
補
助
金
な
ど
が
ど

の
よ
う
に
使
わ
れ
た
の
か
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

歳入
174億
7,088万円

歳出
161億
8,246万円

市税(31.1%)
54億3,990万円

繰越金(7.2%)
12億5,891万円

その他（諸収入など）(5.3%)
9億2,658万円

総務費(14.8％)
23億8,915万円

民生費(29.6％)
47億8,517万円

衛生費(8.0%)
12億9,370万円

農業費(5.2%)
8億4,692万円

土木費(11.9％)
19億3,529万円

消防費(4.7%)
7億5,861万円

教育費(12.5%)
20億2,523万円

公債費(11.0%)
17億7,728万円

その他（議会費ほか）(2.3%)
3億7,111万円

地方交付税(21.8%)
38億1,378万円

市債(9.6%)
16億8,339万円

国庫支出金(13.7%)
23億8,356万円

県支出金(6.6%)
11億5,573万円

地方消費税交付金(2.4%)
4億2,565万円

その他（地方譲与税など）(2.3%)
3億8,338万円

平成25年度決算　財政健全化指標等の公表

市民１人あたりの市税
120,432円

市民1人あたりに使われたお金
その他

3,577円含む358,257円

会計区分会計区分 歳入決算額歳入決算額 歳出決算額歳出決算額 差引残高差引残高

国民健康保険

後期高齢者医療

介護保険

介護サービス事業

下水道事業

砂沼サンビーチ

58億9,010万円

3億5,270万円

30億5,275万円

963万円

7億7,203万円

2億7,325万円

54億5,698万円

3億4,774万円

29億9,022万円

582万円

7億5,323万円

1億5,208万円

4億3,312万円

496万円

6,253万円

381万円

1,880万円

1億2,117万円

指　　標指　　標 平成
25年度
平成
25年度

平成
24年度
平成
24年度

早期健全化
基準

早期健全化
基準

財政再生
基準
財政再生
基準

①実質赤字比率

②連結実質赤字比率

③実質公債費比率

④将来負担比率

ー

ー

12.9

82.1

ー

ー

14.0

98.8

13.28

18.28

25.0  

350.0  

20.00

30.00

35.0  

（単位：％）下妻市の健全化判断比率

※「実質赤字比率」「連結赤字比率」は、赤字額がないため
  「－」と表示しています。

民生費

105,937円

総務費

52,892円

教育費

44,836円

土木費

42,845円

公債費

39,346円

衛生費

28,641円

農業費

18,750円

消防費

16,795円

議会費

4,639円

たばこ税

8,794円

軽自動車税

2,184円

入湯税

290円

固定資産税

57,055円

個人市民税

42,254円

法人市民税

9,855円

■特別会計決算状況

■一般会計決算状況

※⑤
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経営状況の推移経営状況の推移
平成23年度平成23年度 平成24年度平成24年度 前期比較前期比較

売上高

税引前当期利益

道の駅利用者

温泉入場者

8億1,376万円

5億5,221万円

2億6,155万円

△4,747万円

62万2,309人

16万2,927人

8億1,390万円

5億2,993万円

2億8,396万円

△6,367万円

61万7,581人

16万5,309人

平成25年度平成25年度

7億7,740万円

5億   966万円

2億6,774万円

△2,694万円

61万5,925人

15万9,924人

△3,650万円

△2,027万円

△1,622万円

3,673万円

△1,656人

△5,385人

道の駅

ビアスパーク

広報しもつま  2014.10 ６

「下妻の梨」をマレーシアでＰＲ・商談

バイヤーに下妻の梨の品質の高さを示しながら商談に臨むJA職員と生産者

　「下妻の梨」の販売輸出を本格化させようと、タイを
はじめ海外でのPR・商談に臨む下妻市果樹組合連合
会、JA常総ひかり、下妻市は９月11日、日本貿易振興機
構（ジェトロ）クアラルンプール事務所が主催する「日
本産農水産物・食品輸出商談会inマレーシア2014」に
参加しました。クアラルンプール中心部のホテルで行わ
れた商談会には、日本各地から21社が参加。マレーシ
アからは卸しや小売り、レストランなど45社が参加し
て商談が行われました。
　「下妻の梨」商談ブースには、空輸で持ち込んだ豊
水、あきづきを並べ、試食を通じて甘みとみずみずしさ
の特徴をアピール。商談に臨んだJA常総ひかり下妻地
区センター営業課の上野博樹課長からは「収穫後に摂
氏２度で保存する『貯蔵梨』は、１～２月の旧正月（春
節）まで品質を保持することが可能で、マレーシアでも
日本食への人気が高いことから、ジャパンブランドの
質の高い梨を売り込んでいきたい」と意気込みが聞け
ました。
　一方で、マレーシアのバイヤーからは、「価格をどう
抑えるかが課題」との声があり、今後は輸送方法も含め
た価格調整が課題とされましたが、帰国後も商談した
中の12業者と連絡をとっており、引き続きPR等を行
い、地道に販売輸出の実現を目指しています。

市にとって最適な公共交通の実現に向けて議論がスタートしました

　市では、市民の生活に必要な交通手段の確保と地域
全体の公共交通活性化を図るため、「下妻市地域公共
交通活性化協議会」を設立し、第1回の会議を9月24
日、市役所第二庁舎で開催しました。
　協議会の委員は、「地域公共交通の活性化及び再生
に関する法律」「道路運送法」に基づき、自治区長やま
ちづくり団体の代表などの市民をはじめ、鉄道やバス、
タクシーなどの交通事業者、学識経験者、関係行政機
関の職員など24名で組織。会長に野中周一副市長、副
会長に筑波大学社会工学類准教授の岡本直久氏が選出
されました。
　今回の会議では、協議会の規約や予算が協議された
ほか、今後のスケジュールとして、平成27年度に地域公
共交通網に係る計画を策定し、平成28年度から新たな
公共交通の運行開始を目指すことなどを確認しまし
た。
　今後は、本年3月に満18歳以上の市民2,000人を対
象に実施した「下妻市地域公共交通体系計画の基礎的
調査」の結果を基に、市にとって最適な公共交通の実
現に向けた議論が進められます。

農業の振興

最適な公共交通の実現を目指す
「下妻市地域公共交通活性化協議会」設立

地域公共交通の確保 　「株式会社ふれあい下妻」の平成25年４月
１日から平成26年３月31日までの経営状況
（第16期）を公表します。
　平成25年度は、円安や相場変動に伴う急激
な燃料や原材料価格の上昇、電気料金の値上
げなど、厳しい経営の中、経営基盤の強化、既
存事業の強化・拡大、収益性の向上に注力し、
各種事業に取り組みましたが、売上高は、前年
比4.48％減の約７億7,740万円となりました。

平成25年度
株式会社ふれあい下妻の
経営状況をお知らせします

道の駅しもつま

ビアスパークしもつま

入湯税約１，３11万円を市に納付

「株式会社ふれあい下妻」に
市が補助金を支出

　販売促進として、各種メディアによる情報発信やイベン
トの充実など、新規来場者とリピーターの確保に努めま
したが、昨年に引き続き厳しい経営環境となっています。
　売上高は、前期比3.38%減の約５億900万円となって
います。
　また、道の駅利用者数は、前期比0.27%減の約61万
5,000人となっています。

　集客力の向上を図るため、農作物のロビー直売所設
置、歌謡ショーの開催、変わり湯の実施などに取り組む
とともに、地ビールのノンアルコール商品の開発販売、季
節の地元食材を活かした料理への切り替えなどを行いま
したが、売上高は、前期比5.71%減の約２億6,700万円と
なっています。
　また、温泉入場者数は、前期比3. 26%減の約15万
9,000人となっています。

　「株式会社ふれあい下妻」から、入湯税13,118,400円
が市に納付されています。

　「株式会社ふれあい下妻」は、温泉など競合施設の
オープン、東日本大震災による大幅な集客の低下など、
厳しい経営状況が続いており、当期利益は５期連続の
赤字となり、本年８月には4,200万円余りの未払金が生
じました。
　市では、これまで「株式会社ふれあい下妻」から市に
収められた積立基金に相当する額8,000万円を補助金と
して支出し、未払金の支払い及び平成26年度末までに
想定される不足額に充当し、経営の健全化を図ることと
しました。
　今後、さらなる経費削減を図るとともに、集客力の向
上を目指し、経営改善に取り組むよう「株式会社ふれあ
い下妻」に要請していきます。

　石濱義則さん（高道祖）
が、第３回市議会定例会で
同意を得て、教育委員会委
員に任命されました。任期
は、平成26年10月２日から
平成30年10月１日までの４
年間です。
　石濱さんは、下妻市職員と
して長年にわたり教育行政
を経験され、また退職後は
保護司として更生支援活動

教育委員の任命
教育行政の推進

石濱 義則さん
（高道祖）

に尽力されるなど、その豊富な経験と見識で、下妻市の
教育の振興、文化の向上のために活躍が期待されます。

　　　　　　　　　　昭和24年に東京第三師範
学校本科を卒業し、関本町立関本中学校に赴任さ
れて以来、旧真壁郡、結城市、旧結城郡内の小中学
校に勤務。昭和58年に結城市立上山川小学校の校
長に就任し、昭和62年に八千代町立中結城小学校
の校長として退職まで38年間の教職を務められまし
た。「皆さまのご協力に心より感謝いたします」。

瑞宝双光章
（高齢者叙勲）
瑞宝双光章
（高齢者叙勲）

綱川 駿也さん綱川 駿也さん
元八千代町立
中結城小学校長
元八千代町立
中結城小学校長
（88歳・江）（88歳・江）

　昭和24年に東京第三師範学
校本科を卒業し、関本町立関本中学校に赴任され
て以来、旧真壁郡、結城市、旧結城郡内の小中学校
に勤務。昭和58年に結城市立上山川小学校の校長
に就任し、昭和62年に八千代町立中結城小学校の
校長として退職まで38年間の教職を務められました。
「皆さまのご協力に心より感謝いたします」。

瑞宝双光章
（高齢者叙勲）
瑞宝双光章
（高齢者叙勲） 受

章
者
紹
介

受
章
者
紹
介

綱川 駿也さん綱川 駿也さん
元八千代町立
中結城小学校長
元八千代町立
中結城小学校長
（88歳・江）（88歳・江）

受
章
者
紹
介

受
章
者
紹
介
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下
妻
の
新
米
、召
し
上
が
れ

下
妻
産
新
米
ま
つ
り

活気に満ちた茨城の創造を目指して
日本青年会議所第43回茨城ブロック大会
集まれ！ IBARAKI POWAR! みんなで“輪っしょい”

　インド・ミゾラム州から来日した農業関連の研修生な
ど15名が８月27日、「道の駅しもつま」の農産物直売
所や納豆工場などを視察しました。
　ミゾラム州域は山間部が大半を占め、交通が不便な
ことから、日本の「道の駅」のような地域の拠点となる
施設をつくり、地元農産物や特産品の販売、情報発信
の拠点として地域の発展につなげることを視野に、
「道の駅しもつま」の施設や運営等を参考にしようと
訪れました。
　研修生からは、市場流通と直売所流通の違いや食
品の衛生管理に関する質問が次 と々出され、大塚駅長
や市職員が熱心に対応していました。

　敬老の日にちなみ、市内の高齢者が一堂
に会し、日ごろ親しんでいる歌や踊りなどを
披露・鑑賞し合うことで、楽しみながら親睦
を深める「第44回下妻市敬老福祉大会」が
９月14日、市民文化会館で開催されました。
　大会では、歌や踊りなど36演目もの芸能
発表に、市内各地区から元気な高齢者563
名が集いました。合唱団のコール・フレンズ
小野子が、復興支援ソングの「花は咲く」を
合唱すると、観客席からも一緒に歌う声が
聞こえてくるなど、ステージと観客席が一体
となる場面が多く見受けられました。
　合唱の発表を終えた70代の女性は「４月
から月２回の練習でしたが、みんなでうまく
歌えてよかった」と話が聞けました。

イ
ン
ド
で
も「
道
の
駅
」を
つ
く
り
た
い

イ
ン
ド
・
ミ
ゾ
ラ
ム
州
か
ら
農
業
関
連
研
修
生
が「
道
の
駅
し
も
つ
ま
」を
視
察

と
も
に
長
寿
を
祝
い
交
流
を
深
め
る

第
44
回
下
妻
市
敬
老
福
祉
大
会 野菜を手に取って鮮度などを確認するインドの研修生

オスマン・サンコン氏による講演
では、もったいない精神などの
日本の美徳が伝えられました

活気ある未来や人材につい熱く語るパネラー
（左から玉澤氏、稲葉市長、杉田会長）

　日本青年会議所関東地区茨城ブロック協議会は９月15日、市民文化会
館、下妻公民館、総合体育館の３施設を会場に「第43回茨城ブロック大
会」を開催しました。
　３つのフォーラムが同時に開催された午前の部では、防衛庁長官や農林
水産大臣を務めた玉澤徳一郎氏による「意気あふれる人材」についての講
演後に、稲葉本治・下妻市長や杉田周平・茨城ブロック協議会長がパネ
ラーとして加わり、「活気あふれる未来」を題材にディスカッションなどが
行われました。
　また、午後のメインフォーラムでは、アテネ五輪と北京五輪野球の日本代
表キャプテンを務めた元プロ野球選手の宮本慎也氏が講師のトーク
ショーに青年会議所メンバーのほか、近隣から少年野球の選手や関係者
など約500人が参加しました。
　司会者から「国際舞台で活躍するためには何が必要か」の問いに、「一
流選手ほど、健康管理や試合に臨む際に準備に余念がない」などと答えた
宮本選手。トークショーに参加した少年野球の選手たちには、バッティング
や守備のワンポイント指導を行い、野球を楽しむこと、特にキャッチボール
の大切さを熱く伝えていました。
　最後には、宮本選手のサイン入りグッズが当たる抽選会が行われ、当選
の座席番号が呼び上げるたびに、会場からは歓喜の声があがっていました。 下妻産の新米を試食する来場者

炎
の
舞
い
、荒
々
し
く

畳やたいまつを持った白装束姿の若者が境内を走り回る
息の合ったコーラスを披露する参加者たち

　平成25年７月につくば市に誕生した日本の男
子プロバスケットチーム「つくばロボッツ」の古原
賢治社長と同チームで活躍する下妻市出身の木
村蓮選手（下妻乙･本宿、22歳）が９月22日、稲葉
市長を表敬訪問しました。
　古原社長は「2020年の東京オリンピックを目指
す子どもたちに本物のプレーを見てほしい。子ど
もたちへの出張クリニックなど地域に密着した活
動や茨城代表として茨城ブランド向上に貢献して
いきたい」などと今シーズンの活躍を誓いました。
　「ホームのつくばカピオの試合では、観客席を
満員にして、スピードあるプレーで観客を魅了し
たい」と抱負を語る木村選手に、稲葉市長は「下
妻を宣伝するプレーヤーとして頑張ってください」
と激励しました。

　収穫の秋を迎え、今年も豊作となった下妻
の米。収穫したばかりの下妻産新米を食卓に
届けようと市内大園木の「やすらぎの里しもつ
ま」で９月20日と21日、「下妻産新米まつり」
が開催されました。主催は、地域ブランド米の
確立を目指すJA常総ひかりと下妻市担い手育
成総合支援協議会。
　会場では、「コシヒカリ」と「ミルキークイー
ン」の炊きたてがそれぞれ試食で提供され、
食べ比べた新米が、その場で１キロ単位の希
望量で買えるとあって「つきたて販売」が人気
を集めていました。新米ポン菓子の無料配布
や大抽選会も行われ、市内外から訪れた多数
の家族連れなどでにぎわいました。
　埼玉県羽生市から夫婦で訪れた60代の女
性は「普段は埼玉のお米を食べているけど、下
妻産のお米は香りがよく、美味しいですね」と
話しが聞けました。

プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト
で
茨
城
を
盛
り
上
げ
ま
す

男
子
プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト
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ー
ム「
つ
く
ば
ロ
ボ
ッ
ツ
」表
敬
訪
問

　火の粉を浴びると火の災いを退けるといわれる
炎の奇祭「タバンカ祭」が９月12日と14日、大宝八
幡宮で行われました。境内には市内外からの参
拝客やアマチュアカメラマンが集まり、畳やたいま
つを持った白装束の若者が走り回ると、子どもた
ちは歓声をあげながら逃げ回っていました。
　この祭りは、約640年前に敷地内で起きた火災
を畳と鍋蓋で消し止めたという故事を戯曲化した
祭りとして受け継がれています。
　笠間市から訪れた60代の女性は「火が近いの
で怖いけど、なぜか引き込まれる祭りですね」と
興奮気味に話してくれました。

大
宝
八
幡
宮
の
火
祭
り「
タ
バ
ン
カ
祭
」

稲葉市長に今シーズンの活躍を誓う「つくばロボッツ」
（左から古原社長、稲葉市長、木村選手）

こ はら

れん

宮本氏の熱心なバッティン
グ指導に真剣な表情の少年
野球選手
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正しいルールで、安全第一！
秋の全国交通安全運動街頭キャンペーン

通勤ドライバーに交通安全を呼び掛けました

　９月19日、午前７時30分から市内本宿交差点と宗道交差点の２箇
所で、交通安全運動の街頭キャンペーンが行われました。
　この街頭キャンペーンは、９月21～30日の10日間、秋の全国交通安
全運動が実施されることに先立ち行われたもので、下妻警察署の協
力のもと、市内交通団体等の関係者約80名と下妻一高野球部員26名
が通勤するドライバーに交通安全グッズを手渡しながら、交通安全を
呼び掛けました。
　下妻一高２年生で野球部主将を務める泉邦明さんからは「交通安
全運動を通して改めて交通安全の大切さを見直していきたい」との
決意表明がありました。

子どもたちに
“物を大切にする心”を伝えたい

完成した作品を手に喜ぶ子どもたちと一緒に
（海老澤院長：２列目左から１番目）

ほ 市民の声
ボランティア団体「下妻おもちゃ病院」の院長

として活動する海老澤修一さん（若柳）からの

お便りを紹介します。

　　　妻おもちゃ病院」の活動は、思い出の詰まっ
　　　た壊れたおもちゃを治すことで、子どもたちに
“物を大切にする心”を伝えたいと思い、平成24年
５月から始まりました。ドクターごとに電気工作や
木工工作、さらに裁縫作業などそれぞれ得意な作業
があるので、お互い協力して治療にあたっています。
　８月19日、下妻駅近くの栗山商店街の中にあるコ
ミュニティカフェ・ぷらっとほーむにて、夏休みの子
どもたちの思い出作りイベント「木工工作教室」を
手探りの中、ドクター仲間5人と子どもたち８人の合
計13人で、「鉛筆立て・車のおもちゃ」をつくること
にチャレンジしました。
　電動ドリルやインパクトドライバーなど、初めて触
る道具に子どもたちは、最初はおっかなびっくりで、
ドクターの補助が必要でしたが、徐々に慣れてくる
と一人で作業できるようになってきました。中には、
予定時間を超えても「まだ作業したい」と言い出す
子どももいました。そこにはみんなの笑顔があり、
このイベントを企画して良かったと思った瞬間でし
た。

「下
　「下妻おもちゃ病院」は、毎月第２・第４の月曜日
に、下妻ボランティアセンター（下妻市社会福祉協
議会事務所の向かい）にて活動しています。壊れた
おもちゃは、下妻社会福祉協議会でも受付してくれ
ます。また、一緒に活動していただけるドクターも募
集中です。これからも、子どもたちの笑顔を励みに、
自分たちも楽しみながら、息の長い活動にしていき
たいと思っています。

　９月13日に各中学校、27日には６校の小学校

（下妻小学校・上妻小学校・高道祖小学校は５月

に開催）で、秋の大運動会が開催されました。

　両日ともに秋晴れに恵まれ、団体競技では競技

に集中するあまり、勝敗が決まると悔し涙を流す

子どもたちの姿も見られました。子どもたちの応

援や歓声が青空高く響きわたりました。

有料広告欄有料広告欄
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子どもの
純粋な

心のつぶ
やき

口頭詩

有料広告欄有料広告欄

マ
マ
ー
　
み
て
ー

お
つ
き
さ
ま
だ
よ

く
ら
く
な
っ
た
か
ら

で
ん
き
つ
け
た
ん
だ
ね
ー

や
ま
と
の
お
う
ち
と

い
っ
し
ょ
だ
ね

【
解
説
】

　
夜
、
た
ま
た
ま
ベ
ラ

ン
ダ
か
ら
満
月
を
見
せ

た
と
き
に
言
っ
た
言
葉

で
す
。
夜
空
の
き
れ
い

な
黄
色
に
光
る
月
を
、

家
の
電
気
と
同
じ
よ
う

に
考
え
る
息
子
の
言
葉

に
心
が
温
ま
り
ま
し
た
。

採
集  

母 

鉄
砲
塚
順
子

お
つ
き
さ
ま

希代江さんの長女
小林 愛友羽ちゃん

あ ゆ は

平方

　もうすぐ２歳になる、ママっ子の
わんぱく息子です。車のおもちゃ、
押し車とタイヤのある物が大好き
です。４歳上のお姉ちゃんとも仲良
しで、2人で遊ぶ姿を見るとうれし
いですね。大きくなったら、何にな
るのかな～？楽しみですね。

賢一・彩さんの長男
程山 一輝ちゃん

きかず

鬼怒

 　｢アンパンマン｣と｢しまじろう｣が
大好きで、毎日うれしそうに何度も
DVDを見ています。歌も大好きでい
つも色んな歌を身体でリズムをとり
ながら歌ってくれます。可愛らしい
その姿を見ると疲れも一瞬で吹き
飛んでしまいます。
　これからもいっぱい、いろいろな
歌をきかせてね。

博幸・智美さんの二女
小島 麗央奈ちゃん

れ お な

下木戸

　８月に３歳の誕生日を迎えた二女
の麗央奈。小学１年生の姉・雪貴奈
と一緒に歌って踊ることが、とって
も大好き！持ち前のコミカルな仕草
でみんなを一瞬で笑顔にしてしまい
ます。
　いっぱい笑って、いっぱい泣いて、
ゆっくり大きくなってね！キラキラ
笑顔の２人は、パパとママの宝物。

市
民

　

  

芸

文

俳

　句

短

　歌

み
ギャラ

リー
んなの

♥

★

★

にんきもの
わがやの

♪

♪

　このコーナーでは、市内在住の１～３歳までのお子さんの写真に、お父さん・お母さんの
コメントをつけて紹介しています。誕生日など、思い出の１ページとしていかがですか？
　ご希望の方は、【秘書課・広報広聴係 ☎内線１２１２】までご連絡ください。

伏
し
て
な
ほ
影
揺
れ
や
ま
ず
萩
の
花

担
ぎ
胝
固
ま
り
し
ま
ま
生
身
魂

笑
点
の
終
れ
ば
戻
る
端
居
か
な

染
野
　
清
平
（
皆
　
葉
）

鈴
木
　
素
香
（
下
妻
丁
）

蓑
毛
　
長
重
（
大
　
木
）

若
き
日
に
読
み
て
古
び
し
藤
村
の

「
破
戒
」
は
今
も
懐
か
し
く
あ
り

飯
村
八
重
子
（
半
　
谷
）

「
見
て
見
て
」
と
幼
は
瞳
か
が
や
か
せ

夕
空
高
く
し
ゃ
ぼ
ん
玉
ふ
く

伊
東
　
豊
乃
（
加
　
養
）

久
び
さ
に
孫
か
ら
メ
ー
ル
送
ら
れ
て

「
き
ゅ
う
り
漬
け
た
よ
お
い
し
か
っ
た
」
と

稲
葉
　
節
子
（
加
　
養
）

夜
明
け
前
静
寂
を
や
ぶ
り
数
台
の

バ
イ
ク
は
爆
音
立
て
は
し
り
ゆ
く

神
郡
　
亜
佐
（
高
道
祖
）

道
を
ゆ
ず
る
我
に
自
転
車
の
少
年
は

声
太
ぶ
と
と
オ
ッ
ス
と
言
へ
り

高
橋
　
京
子
（
坂
本
新
田
）

歩
き
た
る
道
を
ふ
さ
ぎ
ぬ
葛
の
葉
は

道
路
の
上
に
這
い
上
り
来
る

吉
原
　
眞
子
（
高
道
祖
）

見
上
げ
れ
ば
高
く
清
し
き
朝
の
雲

彼
の
ご
と
く
に
生
き
た
し
我
も

倉
田
　
淑
子
（
　
原
　
）

夏
の
夜
大
輪
の
花
次
つ
ぎ
と

咲
か
せ
て
は
消
ゆ
る
砂
沼
の
花
火

小
竹
八
重
子
（
五
　
箇
）

夕
風
に
今
を
盛
り
の
さ
る
す
べ
り

舞
ふ
が
ご
と
く
に
止
ま
ず
揺
れ
ゐ
る

小
林
美
智
雄
（
唐
　
崎
）

秋のおやま

てっぽうつか
　　  やまと
４歳11か月
（騰波ノ江幼稚園）

病
か
ら
の
気
づ
き

前回登場の山﨑明正さんからの紹介

あなたへあなたへ
わたしから　

私
が
心
筋
梗
塞
に
見
舞
わ
れ

て
か
ら
、
約
二
年
が
経
と
う
と

し
て
い
ま
す
。
ま
さ
か
自
分
が

こ
の
よ
う
な
病
気
に
遭
う
と
は

思
っ
て
も
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

突
然
の
激
痛
と
吐
き
気
に
見
舞

わ
れ
、
救
急
車
で
病
院
に
運
ば

れ
た
時
、
私
の
頭
の
中
で
悪
い

予
感
が
よ
ぎ
っ
た
こ
と
を
覚
え

て
い
ま
す
。
運
が
良
か
っ
た
の

で
し
ょ
う
か
？
幸
い
な
こ
と
に

一
命
を
取
り
留
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
運
の
悪
い
人
は
命

を
奪
わ
れ
て
い
る
人
も
た
く
さ

ん
い
ま
す
。
そ
の
中
で
の
多
く

の
病
は
、
が
ん
・
心
臓
病
・
脳

卒
中
等
が
あ
り
ま
す
。
原
因
は

数
多
く
あ
る
中
で
、
食
生
活
、

運
動
不
足
、
そ
し
て
、
ス
ト
レ

ス
が
大
半
を
占
め
て
い
る
そ
う

で
す
が
、
特
に
ス
ト
レ
ス
か
ら

の
生
活
の
乱
れ
が
重
な
り
合
っ

て
起
こ
る
こ
と
が
多
い
そ
う
で

す
。

　
闘
病
を
経
て
、
家
族
の
温
か

い
励
ま
し
を
受
け
、
こ
れ
ま
で

気
付
か
な
か
っ
た
身
近
な
幸
せ

を
感
じ
な
が
ら
、
現
在
も
病
院

へ
の
定
期
的
な
通
院
を
し
、

日
々
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　
病
気
の
あ
る
・
な
し
に
関
わ

ら
ず
、
今
自
分
が
こ
こ
に
い
る

こ
と
へ
の
感
謝
を
胸
に
、
精
一

杯
長
生
き
し
た
い
も
の
で
す
。 渡邉  和則さん（石の宮）

vol.105

さわやか
リレー

大宝幼稚園

かず のり

▲年長、年少の皆さん

　園庭でどんぐり拾いや葉っぱ遊び。子どもたちは、秋の自然の中で元気に遊ん
でいます。園庭前に広がる三吉山にも秋が訪れ、少しずつ紅葉してきました。
　「お部屋の山も夏から秋に変身させよう！」と壁面制作が始まり、「りんごや栗
の木も作ろうよ」「きのこも作りたいね」など次々とアイデアを言い合う子どもた
ち。園庭も部屋も秋でいっぱいです。

や
ま
い

ゆ き な

す
が

た
こ

み

た
ま

い
き
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ふるさと博物館企画展

「小學国語読本」
昭和8年

音楽発表会（音楽室竣工式）
昭和33年　蚕飼小学校

入学式記念写真
昭和30年　大形小学校

日米親善「青い目の人形」歓迎会
昭和2年　宗道小学校

プールの授業
昭和34年　宗道小学校

「通信簿」
大正7年

有料広告欄

11 November
Health Calendar

11月1日～11月30日
月

相談ごと
◆行政相談
日　時　１１月１４日（金）午後１時３０分～３時３０分
場　所　千代川公民館 １階 小会議室
日　時　１１月１４日（金）午後１時３０分～３時３０分
場　所　下妻公民館 １階 和室
問合先　秘書課　☎内線１２１２

◆人権相談
日　時　１１月１４日（金）午後１時３０分～３時３０分
場　所　下妻公民館 ２階 小会議室
問合先　人権推進室　☎内線１５８３

◆こころの健康相談
日　時　１１月１２日（水）・２６日（水）
　　　　午後１時～４時（予約制）
場　所　市役所第二庁舎 ３階 小会議室
問合先　福祉課　☎内線１５７３

◆消費生活相談
日　時　月・火・木・金曜日（毎週）
　　　　午前９時～１２時　午後１時～４時３０分
　　　　日曜日（１１月９日・３０日）
　　　　午前９時～１２時
場　所　下妻市消費生活センター（千代川庁舎内）
問合先　下妻市消費生活センター　☎４４－８６３２

◆納税相談
・夜間納税相談
日　時　１１月６日（木）午後５時３０分～７時３０分
・休日納税相談　
日　時　１１月３０日（日）午前８時３０分～午後５時
場　所　市役所本庁舎 １階 収納課
問合先　収納課　☎内線１３６３～１３６６

◆法律相談
日　時　１１月１１日（火）・１８日（火）・２５日（火）
　　　　午後１時３０分～３時３０分
　　　　※事前に予約が必要です（当日不可）
場　所　市役所第二庁舎 ３階 中会議室
問合先　下妻市社会福祉協議会　☎４４－０１４２

人　口
　男
　女
世帯数

前月比 前年比
43,511人
21,790人
21,721人
15,203世帯

（－  4）
（＋  6）
（－10）
（＋16）

（－318）
（－133）
（－185）
（＋124）

平間病院
中岫産婦人科医院
元気アップ教室（9:15～10:00）

遊びの広場（10:00～10:30）
すくすく相談（13:30～）
ぴよぴよ教室（10:00～10:30）
５か月児健診（13:15～13:30）

砂沼湖畔クリニック

２歳児歯科健診（13:15～13:30）

カミカミ離乳食教室（13:15～13:30）
子宮がん検診
下妻保健センター（12:50～13:20）

渡辺クリニック
子宮がん・骨粗検診
下妻保健センター（12:50～13:20）
子宮がん検診
下妻保健センター（12:50～13:20）
子宮がん検診
下妻保健センター（12:50～13:20）
子宮がん検診
下妻保健センター（12:50～13:20）

宇津野医院
菊山胃腸科外科医院

後期マタニティクラス（13:15～13:30）
ママサロン（13:30～15:30）
キッズくらぶ〈親子リトミック〉（10:00～10:30）
３歳児健診（13:15～13:30）
１歳６か月児健診（13:15～13:30）
特定健診〈基本健診〉下妻保健センター
（9:30～11:30、13:30～15:00）
中山医院

西南
友愛
西南
西南
西南
西南

古河

西南
西南
西南
西南
西南
西南
古河

西南
西南
西南

西南

友愛

西南

古河
西南
友愛
西南
西南
西南

西南

古河
西南

西南

2
3
4
5

6

7

8
9
10
11
12
13

14

15
16

17

18

19

20

21
22
23
24
25

26

27

28

29

30

土
日
月
火
水

木

金

土
日
月
火
水
木

金

土
日

月

火

水

木

金
土
日
月
火

水

木

金

土

日

◆火災・災害のとき　　　  ☎0296-44-3111
◆市役所などの行事・催物  ☎0296-43-4000

♥

人口と世帯

テレフォンサービス

１０月１日現在の常住人口

小

小

小

小

小

小

小

小

小

小

小

小

小

小

小

小

小

小

小

小

小

小

小

小

小

小

小

小

小

小

小 小児救急当番医
月･火・水・木・金・土曜日：午後6時～午後11時
　　　　　　 日曜・祝日：午前9時～午後4時

小児輪番病院は、入院治療を必要とする子供の救急医療を行っています。
受診される際は、医療機関に必ず事前に電話でご相談ください。
・西南・・・茨城西南医療センター病院（境町２１９０）☎０２８０－８７－８１１１
・友愛・・・友愛記念病院（古河市東牛谷７０７）☎０２８０－９７－３０００
・古河・・・古河赤十字病院（古河市下山町1150）☎０２８０－２３－７１１１

在 休日在宅当番医 午前9時30分～午後4時
平間病院　　　　　☎４３－５１００
中岫産婦人科医院　☎４４－２４３８
砂沼湖畔クリニック　☎４３－８１８１
渡辺クリニック　　  ☎４３－７７７３

宇津野医院　　　　　☎４５－０３１１
菊山胃腸科外科医院　☎４４－２０１４
中山医院　　　　　　☎４３－２５１２

夜間応急診療所
土･日･祝日（1月1日を除く）：午後7時～翌朝7時

保健センター内　☎４３－１９９０

在

在

在

在

在

在
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健康カレンダー
1

下
妻
市
役
所

至筑西

小
貝
川

大
宝
駅

鬼
怒
川

砂

至
古
河 至

土
浦

イオン

やすらぎの里

道の駅
しもつま

至常総・取手

大宝八幡宮

観桜苑

砂沼サンビーチ

ビアスパーク
しもつま

56
357

357

関
東
鉄
道
常
総
線

125

294下
妻
駅

砂沼公園入口

ふるさと博物館

沼

TEL

開館時間　午前９時～午後４時30分　　休 館 日　11月17日（月）・25日（火）
入 館 料　一般200円（160円）・児童生徒100円（80円）
（　）内は15人以上の団体料金　＊65歳以上、小学生未満は無料

平成26年11月15日㈯〜11月30日㈰

学校のたからもの
〜学び舎の思い出〜

シリーズ3

蚕飼小学校・宗道小学校・大形小学校

しもんChuメンバーから稲葉市長に義援金
が手渡されました
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成
26
年
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大
雨
災
害
へ
義
援
金

　
下
妻
発
ご
当
地
ア
イ
ド
ル
「
し
も

ん
C
h
u
」
が
９
月
25
日
、
稲
葉
市

長
を
表
敬
訪
問
し
、
８
月
19
日
か
ら

の
大
雨
等
に
よ
り
、
広
島
県
広
島
市

で
発
生
し
た
土
砂
災
害
で
被
災
さ
れ

た
方
へ
の
義
援
金
６
万
円
を
、
稲
葉

市
長
に
手
渡
し
ま
し
た
。

　
こ
の
義
援
金
は
「
し
も
ん
C
h
u
」

の
定
期
公
演
で
行
わ
れ
た
チ
ャ
リ

テ
ィ
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
に
よ
り
集
め
ら

れ
た
も
の
で
、
日
本
赤
十
字
社
茨
城

県
支
部
下
妻
市
地
区
（
稲
葉
本
治
地

区
長
）
で
受
付
し
、
同
社
の
東
京
本

社
か
ら
広
島
県
へ
送
金
。
全
額
が
広

島
県
に
設
置
さ
れ
た
「
義
援
金
配
分

委
員
会
」
を
通
じ
て
、
被
災
さ
れ
た

方
々
に
届
け
ら
れ
ま
す
。
温
か
い
善

意
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

10
月
１
日
付
で
人
事
異
動
を
発
令
し
ま
し

た
。

■
部
長
級

　
神
郡 

健
夫
　
建
設
部
長
兼
建
設
課
長

人
事
異
動

人
事
異
動


